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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 17日 (2005.6.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 極 間 に 電 圧 を 印 加 し て 金 属 イ オ ン を 生 成 す る イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、
　 こ と を 特 徴 と す る イ
オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 極 間 の 間 隔 を 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流 に 関 し 上 流 側 か
ら 下 流 側 に 向 か っ て 狭 く な る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る イ オ ン 溶
出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　

イ オ ン 溶 出
ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　

イ オ
ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 電 極 間 に 電 圧 を 印 加 し て 金 属 イ オ ン を 生 成 す る イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、
　 前 記 電 極

こ と を 特 徴 と す る イ オ ン

前 記 電 極 と イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 内 面 と の 間 に 空 間 を 設 け た

　 　
請 求 項 １ に 記 載 の

前 記 電 極 よ り イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流
に 関 し 上 流 側 に 配 置 す る と と も に 、 こ の 電 極 の 下 流 側 部 分 を 支 え る 支 持 部 を ケ ー ス 内 面 に
形 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス に 水 の 流 入 口 と 流 出 口 を 形 設 す る と と も に 、 前 記 流 出 口 の
断 面 積 を 前 記 流 入 口 の 断 面 積 よ り 小 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス の 内 部 空 間 の 断 面 積 を 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 漸 減
さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス に 水 の 流 入 口 と 流 出 口 を 形 設 す る と と も に 、 前 記 流 出 口 は
前 記 ケ ー ス の 内 部 空 間 に お い て 最 も 低 位 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の

よ り イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流
に 関 し 上 流 側 と な る 電 極 端 よ り 内 側 に 入 り 込 ん だ 箇 所 に 形 設 し た



溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 電 極 の 陽 極 を 銀 、 銅 、 亜 鉛 、 又 は 銀 と 銅 の 合 金 の い ず れ か で 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 極 を 陽 極 ・ 陰 極 と も 銀 、 銅 、 亜 鉛 、 又 は 銀 と 銅 の 合 金 の い ず れ か で 構 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 電 極 の 極 性 を 周 期 的 に 反 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ
ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト を 搭 載 し 、 こ の イ オ ン 溶
出 ユ ニ ッ ト の 生 成 し た 金 属 イ オ ン を 水 に 添 加 し て 用 い る こ と を 特 徴 と す る 機 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 機 器 が 洗 濯 機 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） 電 極 間 に 電 圧 を 印 加 し て 金 属 イ オ ン を 生 成 す る イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、 　

。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 極

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ２ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 電 極 間 の 間 隔 を 、
イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流 に 関 し 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 狭 く な る
よ う に 設 定 し た 。
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イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 前 記 電 極 に 一 体 成 形 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ７ に 記 載 の

前 記 電 極 よ り イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 の ケ ー ス 内 部 分 を 絶 縁 物 質
製 の ス リ ー ブ で 保 護 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。

前 記 電 極 に 設 け た 端 子 を 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス の 底 壁 を 貫 通 し て 下 向 き に 突 出
さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト 。

前 記 電 極 と イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 内 面 と の 間 に 空 間 を 設 け た

は ケ ー ス の 内 面 と の 間 に 空 間 を 生 じ る 形 で 支 持 さ れ て い る の で
、 電 極 か ら ケ ー ス の 内 面 に か け 金 属 層 が 成 長 し 、 他 方 の 電 極 と の 間 に 短 絡 現 象 を 起 こ す よ
う な こ と が な い

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の

こ と を 特 徴 と し て い る



【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 極 は

こ と が な い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ４ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ５ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 前 記 電 極 よ り イ オ ン 溶
出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流 に 関 し 上 流 側 に 配 置 す る
と と も に 、 こ の 電 極 の 下 流 側 部 分 を 支 え る 支 持 部 を ケ ー ス 内 面 に 形 設 し た こ と を 特 徴 と し
て い る

上 流 側 と 下 流 側 と で し っ か り 支 持 さ れ て い る た め 、 水 流 の 中
に あ っ て も 振 動 し な い 。 従 っ て 、 振 動 が 原 因 で 電 極 が 折 れ る と い う

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の
ケ ー ス に 水 の 流 入 口 と 流 出 口 を 形 設 す る と と も に 、 前 記 流 出 口 の 断 面 積 を 前 記 流 入 口 の 断
面 積 よ り 小 と し た こ と を 特 徴 と し て い る

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の 流 出 口 は 流 入 口 よ り も 断 面 積 が 小 さ く 、 流 路
抵 抗 が 大 き い の で 、 流 入 口 か ら ケ ー ス の 中 に 入 り 込 ん だ 水 は ケ ー ス の 内 部 に 空 気 溜 ま り を
つ く る こ と な く 満 ち あ ふ れ 、 電 極 を す っ か り 浸 す 。 従 っ て 、 電 極 の 中 に 金 属 イ オ ン 生 成 に
関 与 し な い 箇 所 が 生 じ 、 こ の 箇 所 が 溶 け 残 る と い っ た 事 態 は 発 生 し な い 。

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の
ケ ー ス の 内 部 空 間 の 断 面 積 を 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 漸 減 さ せ た こ と を 特 徴 と し て
い る



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ６ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ７ ） 電 極 間 に 電 圧 を 印 加 し て 金 属 イ オ ン を 生 成 す る イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ
ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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流 出 口 の 断 面 積 が 流 入 口 の 断 面 積 よ り 小 さ い だ け で な く 、 ケ ー ス の
内 部 空 間 の 断 面 積 も 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 漸 減 し て い る の で 、 ケ ー ス の 内 部 で 乱 流
や 気 泡 が 生 じ に く く 、 水 流 が ス ム ー ズ に な る 。 気 泡 が 電 極 に 溶 け 残 り を 生 じ さ せ る こ と も
な い 。 金 属 イ オ ン も 速 や か に 電 極 を 離 れ 、 電 極 に 逆 戻 り し な い の で 、 イ オ ン 溶 出 効 率 が 向
上 す る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の
ケ ー ス に 水 の 流 入 口 と 流 出 口 を 形 設 す る と と も に 、 前 記 流 出 口 は 前 記 ケ ー ス の 内 部 空 間 に
お い て 最 も 低 位 に 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る

流 出 口 が ケ ー ス の 内 部 空 間 に お い て 最 も 低 位 に 設 け ら れ て い る た め
、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト へ の 通 水 を 停 止 し た と き 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の 中 の 水 は す べ て 流
出 口 か ら 流 出 す る 。 従 っ て 寒 冷 時 に ケ ー ス 内 の 残 水 が 凍 結 し 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト が 故 障
す る 、 あ る い は 破 壊 す る と い っ た 事 態 は 発 生 し な い

ま た 本 発 明 は 、
前 記 電 極 よ り イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を

流 れ る 水 流 に 関 し 上 流 側 と な る 電 極 端 よ り 内 側 に 入 り 込 ん だ 箇 所 に 形 設 し た こ と を 特 徴 と
し て い る

端 子 は 電 極 の 中 で も 上 流 側 の 部 分 で は あ る が 全 く の 端 と い う 訳 で は
な く 、 そ こ か ら 内 側 に 入 り 込 ん だ 箇 所 に 形 設 さ れ て い る の で 、 電 極 の 端 か ら 始 ま っ た 減 耗
が 端 子 に 達 し て 端 子 が 根 元 か ら 折 れ て し ま う と い っ た 事 態 を 心 配 せ ず に 済 む



【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ８ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ９ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ １ ０ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、

。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、

。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
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ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の
ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 前 記 電 極 に 一 体 成 形 し た こ と を 特 徴 と し て い る

電 極 と 端 子 と が 一 体 成 形 さ れ て い る の で 、 別 の 金 属 部 品 同 士 を 接 合
し た 場 合 と 異 な り 、 電 極 と 端 子 の 間 に 電 位 差 が 生 じ ず 、 腐 食 が 発 生 す る こ と が な い 。 ま た
一 体 化 す る こ と に よ り 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 前 記 電 極 よ り イ オ ン 溶
出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 の ケ ー ス 内 部 分 を 絶 縁 物 質 製 の ス リ ー ブ で 保 護 し た
こ と を 特 徴 と し て い る

端 子 の ケ ー ス 内 に 位 置 す る 部 分 は 絶 縁 物 質 製 の ス リ ー ブ で 保 護 さ れ
て お り 、 通 電 に よ る 減 耗 が 少 な い 。 こ の た め 、 使 用 途 中 で 端 子 が 折 れ る と い っ た 事 態 が 防
が れ る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 前 記 電 極 に 設 け た 端
子 を 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス の 底 壁 を 貫 通 し て 下 向 き に 突 出 さ せ た こ と を 特 徴 と し
て い る

蒸 気 が ケ ー ス に 接 触 し た り 、 通 水 に よ り ケ ー ス が 冷 や さ れ た り し て
、 ケ ー ス の 外 面 に 結 露 が 生 じ た と し て も 、 結 露 水 は 端 子 に 接 続 し た ケ ー ブ ル を 伝 っ て 流 れ
落 ち 、 端 子 と ケ ー ス と の 境 界 に 滞 留 し な い 。 従 っ て 端 子 間 が 結 露 水 で 短 絡 さ れ る と い っ た
事 態 に 発 展 す る こ と が な い



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ １ １ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 電 極 の 陽 極 を 銀
、 銅 、 亜 鉛 、 又 は 銀 と 銅 の 合 金 の い ず れ か で 構 成 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ １ ２ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 電 極 を 陽 極 ・ 陰
極 と も 銀 、 銅 、 又 は 銀 と 銅 の 合 金 の い ず れ か で 構 成 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ １ ３ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 電 極 の 極 性 を 周
期 的 に 反 転 す る こ と 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ ４ ） イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト を 機 器 に 搭 載 し 、 こ の イ オ ン 溶
出 ユ ニ ッ ト の 生 成 し た 金 属 イ オ ン を 水 に 添 加 し て 用 い る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ １ ５ ） 機 器 に お い て 、 機 器 が 洗 濯 機 で あ る

。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 バ ッ ク パ ネ ル １ ２ の 下 の 空 間 に は 電 磁 的 に 開 閉 す る 給 水 弁 ５ ０ が 配 置 さ れ る 。 給 水 弁 ５
０ は バ ッ ク パ ネ ル １ ２ を 貫 通 し て 上 方 に 突 き す 接 続 管 ５ １ を 有 す る 。 接 続 管 ５ １ に は 水
道 水 な ど の 上 水 を 供 給 す る 給 水 ホ ー ス （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ る 。 給 水 弁 ５ ０ は 洗 濯 槽 ３
０ の 内 部 に 臨 む 位 置 に 設 け た 容 器 状 の ５ ３ に 対 し て 給 水 を 行 う 。 給 水 口 ５ ３ は 図 ２
に 示 す 構 造 を 有 す る 。
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ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の
こ と を 特 徴 と し て い る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の
こ と を 特 徴 と し て い る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の
を 特 徴 と し て い る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の
こ と を 特 徴 と し て い る

ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の こ と を 特 徴 と し
て い る

出

給 水 口



【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ て 、 洗 濯 機 １ は イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ を 備 え る 。 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は

の 下 流 側 に 接 続 さ れ る 。 以 下 図 ３ ～ 図 ９ に 基 づ き イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト １
０ ０ の 構 造 と 機 能 、 及 び 洗 濯 機 １ に 搭 載 さ れ て 果 た す 役 割 に つ き 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ １ ６ ８ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 電 極

。 そ し て 電 極 間 の 間 隔 が 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て
狭 く な る よ う に テ ー パ 状 に 設 定 し て あ る の で 、 電 極 は 水 の 流 れ に 沿 い 、 減 耗 し て 板 厚 が 薄
く な っ た と き 、 ビ ビ リ 振 動 を 生 じ に く く 欠 け に く い う え 、 過 度 に 変 形 し て 短 絡 す る 心 配 も
な い 。

【 手 続 補 正 ２ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ９ 】
　

【 手 続 補 正 ３ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ０ 】
　

【 手 続 補 正 ３ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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メ
イ ン 給 水 弁 ５ ０ ａ

は ケ ー ス の 内 面 と の 間 に 空 間 を 生 じ る 形 で
支 持 さ れ て い る の で 、 電 極 か ら ケ ー ス の 内 面 に か け 金 属 層 が 成 長 し 、 他 方 の 電 極 と の 間 に
短 絡 現 象 を 起 こ す よ う な こ と が な い

ま た 電 極 よ り イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を 流 れ る
水 流 に 関 し 上 流 側 に 配 置 し 、 こ の 電 極 の 下 流 側 部 分 を 支 え る 支 持 部 を ケ ー ス 内 面 に 形 設 し
た か ら 、 電 極 は 上 流 側 と 下 流 側 と で し っ か り 支 持 さ れ 、 水 流 の 中 に あ っ て も 振 動 せ ず 、 振
動 が 原 因 で 電 極 が 折 れ る と い う こ と が な い 。

イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス に 関 し て は 、 流 出 口 の 断 面 積 を 流 入 口 の 断 面 積 よ り 小 と し
た か ら 、 流 入 口 か ら ケ ー ス の 中 に 入 り 込 ん だ 水 は ケ ー ス の 内 部 に 空 気 溜 ま り を つ く る こ と
な く 満 ち あ ふ れ て 電 極 を 浸 す 。 従 っ て 、 電 極 の 中 に 金 属 イ オ ン 生 成 に 関 与 し な い 箇 所 が 生
じ 、 こ の 箇 所 が 溶 け 残 る と い っ た 事 態 は 発 生 し な い 。 ま た ケ ー ス の 内 部 空 間 の 断 面 積 を 上
流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 漸 減 さ せ た か ら 、 ケ ー ス の 内 部 で 乱 流 や 気 泡 が 生 じ に く く 、 水
流 が ス ム ー ズ に な る 。 気 泡 が 電 極 に 溶 け 残 り を 生 じ さ せ る こ と も な い 。 金 属 イ オ ン も 速 や
か に 電 極 を 離 れ 、 電 極 に 逆 戻 り し な い の で 、 イ オ ン 溶 出 効 率 が 向 上 す る 。

さ ら に 、 流 出 口 を ケ ー ス の 内 部 空 間 に お い て 最 も 低 位 に 設 け た か ら 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ
ト へ の 通 水 を 停 止 し た と き 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の 中 の 水 は す べ て 流 出 口 か ら 流 出 す る 。
従 っ て 寒 冷 時 に ケ ー ス 内 の 残 水 が 凍 結 し 、 イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト が 故 障 す る 、 あ る い は 破 壊
す る と い っ た 事 態 は 発 生 し な い 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ １ 】
　

【 手 続 補 正 ３ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ２ 】
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電 極 よ り 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス 外 に 導 出 す る 端 子 を 、 ケ ー ス 内 を 流 れ る 水 流 に 関 し 上 流
側 と な る 電 極 端 よ り 内 側 に 入 り 込 ん だ 箇 所 、 す な わ ち 電 極 の 中 で も 上 流 側 の 部 分 で は あ る
が 全 く の 端 と い う 訳 で は な く 、 そ こ か ら 内 側 に 入 り 込 ん だ 箇 所 に 形 設 し た の で 、 電 極 の 端
か ら 始 ま っ た 減 耗 が 端 子 に 達 し て 端 子 が 根 元 か ら 折 れ て し ま う と い っ た 事 態 を 心 配 せ ず に
済 む 。 ま た 端 子 は 電 極 に 一 体 成 形 さ れ て い る の で 、 別 の 金 属 部 品 同 士 を 接 合 し た 場 合 と 異
な り 、 電 極 と 端 子 の 間 に 電 位 差 が 生 じ ず 、 腐 食 が 発 生 す る こ と が な い う え 、 一 体 化 す る こ
と に よ り 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 端 子 は ケ ー ス 内 に 位 置 す る 部 分 が
絶 縁 物 質 製 の ス リ ー ブ で 保 護 さ れ て お り 、 通 電 に よ る 減 耗 が 少 な い の で 、 使 用 途 中 で 端 子
が 折 れ る と い っ た 事 態 が 防 が れ る 。

端 子 は イ オ ン 溶 出 ユ ニ ッ ト の ケ ー ス の 底 壁 を 貫 通 し て 下 向 き に 突 出 し て い る か ら 、 通 水
に よ り ケ ー ス が 冷 や さ れ 、 ケ ー ス の 外 面 に 結 露 が 生 じ た と し て も 、 結 露 水 は 端 子 に 接 続 し
た ケ ー ブ ル を 伝 っ て 流 れ 落 ち 、 端 子 と ケ ー ス と の 境 界 に 滞 留 し な い 。 従 っ て 端 子 間 が 結 露
水 で 短 絡 さ れ る と い っ た 事 態 に 発 展 す る こ と が な い 。
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